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Vii---zai--
同
町
出
相
関
十
六
年
第
一
一
安
朗
関
市
議
会
川
、
六
月
十
吋
務
総
集
さ
れ
、
六
円
月
十

:-zi--‘‘
:
i
o

ひ
z
i
:
:
:
:
:
九
日
ま
で
お
山
総
九
日
間
を
も
っ
て
燃
か
れ
ま
し
た
が
、
議
事
の
進
行
に
よ

i
l
-
-
:
:・1
0

ハ

v
i
-
-
j
i
-
-
り
六
月
十
お
お
に
閉
会
し
ま
し
た
。
と
の
議
会
に
は
、
我
孫
子
市
税
条
約
・

jee--;jjoG

。:
:
i・e
-
;
:
の
二
時
改
援
総
な
ど
十
一
集
結
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
:
:
:
:
:
。

・
お
り
可
決
成
点
い
た
し
ま
し
た
。
詳
締
に
つ
い
て
は
、
議
会
報
で
お
知
ら
・

a
i
-
-
:
i
i
o

3

せ
さ
れ
る
と
怒
い
ま
す
の
で
‘
今
回
は
そ
の
淡
掃
討
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い

:jee--:ei--o

o
i
j
e
-
-
;
i
'た
し
ま
す
。

校
時
間
子
市
制
出
議
倒
的
の
一
部

改
廷
外
材
開
相
暗
暗
等
地
積

地
方
税
法
的
二
燃
を
改
正
す

る
法
俸
の
公
務
に
作
い
俊
民
負附

博

な
っ
た
も
の
で
す
。

我
孫
子
京
都
市
計
簡
隊
祭
斜

の
…
如
部
改
正
時
原
察
可
決

品
地
方
税
仲
間
の
一
部
を
改
交
ず

る
決
律
的
公
布
に
浮
い
、
知
的
中
期

計
減
税
は
、
際
則
的
主
し
て
怒
市

然 fif司
、.占'.+ . ， 
.. 、ヘ

‘ 

-司

、

掛川一鴎
w
払
附
棋
の
う
ち
、
市
街
化
総

統
市
内
に
獄
後
す
る
土
地
お
よ
び

家
墜
に
制
持
し
て
潮
時
制
慨
す
る
と
と

に
後
夜
し
た
も
の
℃
す
。

我
孫
子
市
関
国
民
総
球
出
陣
後

続
条
例
の
一
部
数
渡
契
際

総
可
決

閉
山
制
約
十
六
年
間
同
月
一
日
か

ら
花
江
総
給
付
金
支
給
拍
酬
の
う
ち

助
産
耐
質
的
以
脅
ふ
げ
円
五
千
田
け

を
一
万
符
に
〉
お
よ
び
阿
部
絞
殺

の
滋
額
に
伴
う
支
出
川
の
域
総
宏

明
聞
な
ろ
た
め
、
税
率
の
淡
廷
を

刊
行
な
っ
た
も
の
で
す
。

我
柑
怖
旦
ナ
液
晶
画
役
宅
管
理
系

例
昭
一
側
部
被
蕊
uu
臨
時
案
可
決

会
後
後
宅
法
の
一
部
改
正
に

品
作
い
、
絞
人
慈
準
が
引
き
上
げ

ら
れ
た
の
旬
、
こ
れ
に
伴
う
条

文
整
備
の
た
め
市
滋

4

訟
を
行
な

っ
た
む
の
で
す
@

我
孫
子
京
水
遂
家
幾
給
水

生東側附
m
w

一
抽
出
改
正
制
限
出
掛

勾
淡

水
滋
療
機
照
の
結
後
に
梓
庁
い
、

給
水
耕
斜
厩
臨
ぷ
療
の
区
分
の
時
間
詰
際

化
等
条
文
の
齢
蹴
糊
酬
を
M
悶
っ
た
も

の
で
す
。

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
hv
て
羽
承
認
可
決

総
務
総
十
六
年
三
月
一
一
一
↑
一

時
仁
、
時
鴨
川
川
町
、
日
仏
見
町
お
よ

ぴ
h

拭
狭
町
の
一
一
一
町
が
A
H
掛許し、

中
市
制
制
「
開
明
附
川
中
市
L
h
q一
廿
施
行
し
た

の
で
、
予
措
鍋
田
勲
中
間
酔
町
村
公
平
委

員
会
共
間
同
被
授
縦
約
mw

一
部
を

改
正
す
る
必
要
が
や
一
じ
た
た

め
、
地
方
向
開
仏
間
淡
の
同
制
問
品
に
骨
組

づ
き
宿
帯
決
終
分
し
た
の
で
、
嚇
間

人
絞
め
品
郎
総
を
求
め
た
も
の
晴
、

A
9
0
 校

孫
子
市
総
会
的
議
長
の

報
関
絡
に
間
同
ナ
る
夜
間
仰
向
母

一
部
改
正
純
潔
繁
可
決

続
孫
子
+
情
勢
制
約
機
の
被
災

宅
務
惨
殺
の
も
の
の
報
酬

お
よ
び
後
期
弁
償
に
関
す

る
粂
期
間
の
一
織
改
正
持
原

家
可
決

我
孫
子
市
長
‘
時
制
緩
お
よ

び
収
入
役
の
品
開
善
努
い
い
酬
関

す
る
条
掛
闘
の
二
捕
後
蕊
H

燃
楽
河
決

時判阿部品
e
一
京
市
教
育
委
只
会
教

育
長
の
給
与
お
よ
び
勤
務

時
開
同
等
い
い
隣
同
ず
る
条
例
の

一
怒
改
正
H
採
決
時
決

何
柁
済
情
勢
の
変
動
に
的
作

い
、
市
議
会
議
員
、
非
笈

勤
特
別
，
終
盤
丹
、
市
長
、
効

役
、
収
入
役
お
よ
び
教
官
円

長
申
ザ
ヂ
府
割
安
次
子
守
し
た

L

の
で
す
。

我
孫
子
市
)
終
較
的
機
関
刊

の
品
開
与
に
関
す
る
条
例
努

の
一
線
改
氏
自
原
案
可
決

本
年
六
円
け
に
党
協
和
す
る
刑
制
求

勤
勉
叩
ず
お
に
つ
い
て
、
そ
の
後

の
経
済
情
勢
努
め
変
齢
期
に
作
い

昨
年
自
支
給
爽
綴
に

0
・
吋
カ

月
分
を
増
額
し
て
支
給
す
る
た

め
で
す
。

四
小
山
で
交
通
安
全
教
室

交
通
事
故
訪
止
は
各
家
庭
か
ら

六
月
十
開
問
誌
に
殺
孫
子
第
四

小
学
校
綴
の
滋
齢
制
緩
に
お
い

て
、
開
校
P
T
A
の
市
川
総
℃
父

口
ん
を
対
象
(
母
相
続
が
小
心
〉
に

禁
漁
安
全
教
室
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。ζ

れ
は
、
日
域

L
に
お
ま
る

持北台寿弼保育 6}H7日朝間

かねてから，磁波中でありました湖北合保育底、議事李賢

E警の?事}武火と問機式が 6Jl I 1刊に行なわれました。

路線?奇襲曜の胞設の綴重要は次のとおりです。
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交
遜
世
帯
数
と
こ
れ
ら
に
よ
る
死

傷
者
の
滋
滋
か
ら
、
人
命
尊
重

が
剖
吋
ば
れ
て
い
る
昨
今
、

M

円十品艇

に
子
供
を
貯
け
て
い
る
父
父
が

弱
か
ら
交
通
道
徳
を
学
び
、
森

嶋
問
機
か
ら
交
透
事
故
砧
椴
松
本
告
を

山
間
容
な
い
よ
う
に
ξ
慾
き
れ
た

も
の
で
す
e

当
話
は
川
、
品
制
苧
(
満
期
出
円
余
協
会

我
孫
子
支
却
陥
没
及
、
州
制
緩
務
糊
羽

交
論
期
総
員
、
柏
市
交
情
蹴
出
民
金
品
湘
悼

の
錦
婦
人
交
通
指
導
員
な
ど
が
務

総
さ
れ
、
お
母
さ
ん
方
に
交
議

事
故
は
ど
の
よ
う
な
特
に
多
く

発
生
す
る
か
、
滞
期
帯
十
に
は
ど
の

よ
う
な
旅
畿
が
よ
い
か
、
制
判
設

校
す
る
臨
吋
に
小
品
説
h
q

い
わ
な

い
、
仲
お
れ
る
の
な
さ
せ
な
い
よ

う
に
気
索
開
ば
る
な
ど
し
て
、

電
通
事
故
級
制
慨
は
お
鋭
意
ん
む

拠
制
導
で
家
庭
市
円
か
ら
妨
げ
る
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
約
古
耐
の
偏
向
入
学
一
通
鍛

議
到
の
方
呼
鈴
演
で
は
、
口
噴

出
向
品
円
に
縁
っ
て
、
じ
か
に
身
で

怒
じ
と
つ
た
体
験
淡
な
ど
を
緩

さ
れ
ま
し
た
が
、
後
納
間
人
ご
と

で
な
い
と
い
っ
た
索
後
で
削
開
い

て
い
ま
し
た
。

後
後
に
受
遜
事
故
校
一
闘
を
僻
蹴

賞
し
て
数
人
公
し
ま
し
た
。

対
一
丸
い
に
交
議
事
故
に
あ
わ

な
い
よ
う
に
総
点
絡
し
た
い
も
の

で
す
.

行
政
相
談
員
に
諜
辺
重
先
生

心
記
ご
と
は
ぜ
ひ
報
談
を

行
政
管
線
肉
付
限
試
行
よ
ち
行
欧

州
相
談
員
に
委
認
さ
れ
、
決
何
仲
子

中
聞
の
行
語
紙
招
相
談
業
務
に
山
wd
た
ら

れ
て
い
た
渡
辺
重
先
生
の
任
期

務

γと
な
っ
ま
し
た
が
、
引
引
出
祝

き
本
市
拍
純
労
的
行
政
相
%
以
幽
片
L
Z

し
て
渡
辺
先
設
が
議
閉
さ
れ
ま

鷲
Y
走
。

時
間
さ
ん
も
ど
承
知
の
こ
主
主

的
添
い
ま
寸
け
か
、
行
油
時
抑
制
ぷ
で
山

七
月
…
院
か
ら
七
月
一
一
一
十
)

告
ま
で
法
滞
掛
制
法
燃
の
「
技
会

を
切
る
く
す
る
滋
乱
射
い
が
み
V
附開

的
に
時
措
附
開
き
れ
ま

勧

す

。

こ

の

渓

都

闘

は

務
慨
す
べ
て
昭
一
陣
民
が
犯

J
は
終
的
り
仲
間
止
と
罪
を
向
山

ヌ
kw

し
た
人
た
も
の
更
4
1

亨

に

づ

い

て

霊

童

:
宅
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

(
ー
立
場
で
カ
を
お
わ
佼

ザ

匁

て

犯

罪
m
り
な
い
間
関
る

別
怖
い
社
会
を
き
ず
こ
う

け

J
と
す
る
も
の
で
す
。

滅
工
今
関
閣
の
議
点
目
原

必
読
は
‘
{
資
少
年
の
非

仏
三
行
防
波
と
佼
脳
内
的
余

J
4
4，
加
」
で
す
。
資
少
将
?

の
葬
刊
行
の
現
況
を
み
る
主
緩
衝

総
中
化
、
広
拙
叫
化
の
結
問
出
向
に
相
川

え
絞
殺
4

災
以
、
品
別
品
刀
揖
持
少
年
の

非
行
の
楢
桐
加
‘
山
中
淡
家
庭
の
青

少
年
の
非
行
化
刊
か
絡
に
お
立
っ

て
多
く
な
っ
て
い
る
が
と
れ
は

弘
代
会
的
漆
殺
の
時
間
薄
化
と
機
械
械

な
附
開
湾
か
み
の

p
ま
す
。

そ
と
で
術
院
内
す
べ
て
が
技
会

途
務
怒
織
の
向
上
に
つ
と
め
て

青
少
年
め
亦
日
付
や
お
努
の
h

はい

問
時
る
い
れ
ん
ー
の
絞
殺
に
す
す
ん

で
参
加
す
る
主
う
広
く
線
嗣
併
と

協
カ
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で

み
3
0何

村
地
ホ
あ
る
管
少
年
を
惑
の
滋

へ
ふ
み
吋
ぬ
ま
な
い
よ
う
お
互
い

に
注
怒
L
A
N
い
抑
制
仰
の
な
い
間
切

る
い
住
み
よ
い
衡
な
づ
く
ち
ま

し
ょ
う
。

次
の
描
憾
な
と
主
役
あ
つ
か
っ
て

い
ま
す
。

許
可
、
認
可
、
開
品
品
料
.
年
金

税
余
‘
保
険
、
急
務
品
開
後
、
関
川

俊
樹
間
金
、
後
柏
崎
、
土
地
改
良
、

消
斜
線
.
日
円
減
数
育
労
働
、

交
惜
端
、
公
劇
的
住
港
、
公
害
、
用
問

品開
1

銭
円
筒
哨
階
級
・
市
骨
籍
、
公
庸
悼

公
開
山
な
ど
そ
の
ほ
か
心
総
ど
主

な
ど
も
受
け
て
お
争
ま
す
。

経
近
は
交
通
関
縁
、
ふ
・
“
後
間

開
明
敏
健
闘
同
時
題
等
で
悩
ん
で
こ

ら
れ
る
人
が
多
く
先
生
に
法
録

的
に
タ
点
喝
さ
れ
、
ま
た
交
渉

L

解
決
航
船
催
問
寄
れ
て

Mm
っ
て
お
ヲ

主
す
の
で
、
お
問
問
り
の
万
件
同
没

後
な
く
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
e

秘
J4ω

は
箭
守
い
た
し
ま

す。
な
お
.
加
利
時
ば
沖
地
毎
月
一
刊
行

な
っ
て
お
号
、
詩
録
、
場
所
は

広
報
「
あ
び
と
い
に
制
問
絞
い
た

し
ま
す
が
、
山
滋
袋
発
地
中
の
自
宅

を
た
ず
ね
て
も
結
械
で
す
。

今
月
の
行
政
相
談
は
次
め
と

お
ち
で
す
。

随

時

ト
u
u
H
4
…
十
六
口
H
キ
蕊

十
体
吋
か
ら
後
三
時
吋
ま

で

場
一
線
滋
掛
品
支
所

時
間
誌
は
神
間
辺
先
生
が
山
田
殺
の

学
的
止
で
す
。

日
行
数
抑
制
組
問
削
同

夜
波
紋
介
仙
波
中
市

住
所

我
孫
子
市
首
向
一

t
汲

t
C
八

定
討
議
反

i
一
ハ
U
ニ
ム
ハ
論

き言葉義務故防)1::についてゑ語議する

さ言語議終銭

718 
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裁
磐
線
南
側
の
位
置

れ
て
お
れ
ま
す
e

ふ
申
嫁
刊
行
時
叩
大
混
合
土
地
沢

岡
附
験
制
服
申
清
潔
は
守
咽
理
営
資
金

に
花
山
↓
叫
す
る
た
め
‘
第
八
回

目
の
土
地
公
突
然
分
を
行
な

う
、
」
と
に
な
り
ま
し
た
ω

土
出
品
パ
円
引
先
処
分
に
あ
た

9

こ
の
楽
祭
市
内
w
w
k
ふ
ん
総
分
譲
一

の
い
々
決
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
一

い
た
し
ま
ナ
。

@ 

E襲

車車

こ
の
掛
端
区
辻
、
国
鉄
常
怒
翰
斡

に
沿
っ
た
会
孫
子
駅
、
加
明
学
際

の
中
間
闘
に
あ
る
台
数
で
、
山

林
、
相
期
総
織
の
wγ
た
ん
な
と
と

ろ
で
一
隊
総
の
東
側
燃
は
ゴ
ル
プ
場

北
燃
は
利
根
川
筑
波
取
を
路
め

ら
れ
、
住
宅
地
と
し
て
常
務
総

州問
4

の
好
条
件
に
穏
ま
れ
て
お

れ
ソ
ま
す
。

。
滋
威
一
被
稲
畑

と
の
叫
利
淡
淡
柏
崎
沖
弘
、
駅
前
広

崎
明
ハ
関
税
》
一
一
千
開
問
否
平
方
メ

i
ト
ん
を
中
心
に
、
作
品
い
奴
前

メ
イ

γ
ス
ト
リ
ー
ト
{
附
輸
品
間
十

八
メ
ー
ト
ル
〉
仇
管
制
問
お
い
い
紫
綬

の
ね
の
よ
う
に
綴
附
州
統
し
く
交

払
れ
ん
す
る
斡
問
料
守
文
曲
師
街
路
大
小

あ
わ
せ
せ
七
十
一
銘
揖
棋
の
街
路

紛
が
州
知
的
捕
さ
れ
、
公
開
山
仲
施
設
、

双
動
公
園
、
出
ん
童
公
開
問
、
付
統
治

殺
な
ど

4

・
七
一
ヘ
タ
タ
i
ル

ハ
約
五
千
附
町
〉
げ
か
哨
綿
一
成
w
h

線開院

t芦語5報

さ
れ
、
文
化
的
問
な
命
中
拠
開
織
と
し

て
ふ
事
わ
し
い
酬
明
曲
部
品
開
な
却
開
中
市

絞
溺
に
そ
っ
て
設
計
さ
れ
て
い

ま
す
。

@
分
譲
方
法

制
制
滋
泌
総
双
山
内
に
は
、
市
が

般
に
伽
判
り
燥
し
す
る
土
地

内
鈴
潟
地
〉
が
抽
出
ニ
・
十
点
へ
タ

ヲ
i

L

W

F

約
七
千
日
晶
表
鈴
〉
線

変
也
組
成
さ
れ
る
と
と
に
な
れ
ソ
ま

す
が
、
と
の
ふ
中
仙
捕
は
、
地
ぼ
戸
市
口

に
散
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

工
事
が
発

y
し
た
ぽ
溺
か
ら
閥

次
処
分
い
た
し
ま
す
。

処
分
は
、
原
則
問
と
し
て

γ燥

の
採
岡
崎
内
白
土
跡
地
に
つ
い
て
、

一
絞
競
争
入
札
め
カ
淡
に
よ
り
a

行
な
い
ま
す
。

命
入
札
品
事
加
資
格

開
胤
受
け
品
棉
望
諮
一
区
百
聞
に
つ

い
て
二
十
万
国
け
の
人
札
制
印
紙
ゑ

を
競
売
当
日
ご
持
会
く
だ
古
れ

ば
、
相
側
人
司
法
人
ま
た
は
潟
市
門

外
極
的
絞
穏
を
関
わ
ず
ど
な
た
で

も
入
札
に
参
加
で
き
ま
す
。

内
務
れ
で
き
な
か
っ
た
と
き
は

入
札
然
繁
会
を
お
怒
し
い
た
し

ま
す
。
)

@
契
約
の
組
関
紙
鞘

滋
札
寄
れ
た
方
沖
弘
、
土
品
培
発

榔
斜
線
仙
刊
を
蕊
日
以
内
に
械
部
品
絡

し
、
対
滑
札
総
額
の
一
一
樹
聞
を
耕
間
約

係
官
託
金
と
し
て
納
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

抑制約

γ七
月
二
十
日
午
後
一
…
玲

場
所
日
我
孫
子
市
中
央
公
開
山
総

品
開
入
札
品
世
相
洲
市
申
し
込
み

1…本墜塑寸長空.~銭努際λ号室つf

東
葛
諦
克
庁
な
ど
移
転

八
月
一
日
か
ら
合
部
門
庁
舎
へ

か
ね
て
か
ら
総
数
寄
れ
て
判
。

与
ま
し
た
常
黒
鴨
神
的
酬
の
川
内
庁
舎

が胃

b
u
A
・
中
ね
町
線
工
の
運
び
と

な

q
ま
し
た
の
で
、
東
背
持
拙
同
上
丸

山
げ
、
純
忠
商
十
…
係
臨
時
一
枚
、
求
送
局
絵

一
戸
時
制
伯
繁
一
昨
教
育
庁
官
民
総
務
総

方
出
向
揮
官
一
附
の
闘
機
関
げ
か
次
の
k

お
り
移
転
し
柵
刑
務
一
空
間
総
い
た

し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

争
務
総
回
制
緩
和
何
十
六
年
八

就

業

構

間
川
和
問
悶
十
六
年
し
も
万
一
口
H

を

出
制
し
て
絞
繁
郎
川
滋
廿
部
卒
却
時
査
が

災
殺
さ
れ
ま
す
。
こ
の
務
官
到
な

一
以
布
十
ご
と
に
行
な
わ
れ
、
縫
い
州
内

の
総
菜
、
不
拍
純
愛
の
察
隊
や
労

働
力
の
波
数
状
況
な
ど
な
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る

統
計
潟
市
鴻
句
、
こ
の
摺
制
官
札
結
果

は
、
終
仲
間
計
滋
を
は
じ
め
、
一
原

制
剤
、
ル
討
議
対
策
な
ど
、
間
関
お
よ

月
一
日
ハ
U
H
V

争
移
転
先
絞
wp占
的
小
絞
本
七

系
抽
拙
円
相
仙
一
戸
市
役
時
昨
日
間
)

術
品
内
科
隊
合
同
庁
合
門
地
上
大

防
総
Ye
・
一
時
滞
)

争
議
議
官
民
葛
筋
交
汁
.

M

駅…一戸

保
健
所
、
教
育
庁
樹
恥
甘
柿
州
問
地

方
山
山
緩
和
明
神
称
。
州
問
七
一
一
一
(
六

一
i
一
二
一
一
議

水
w
m悶
川
机
山
一
戸
川
包
帯
京
一
冷
(
ム
ハ

v
i
四
二
二
一
一
一
段

基

本

調

び
仙
川
方
で
の
ル
結
後
の
訟
も
基
本

約
九
州
資
料
の
一
つ
主
た
る
も
の

で
す
。体

代
鈴
子
市
に
お
き
ま
し
で

も
、
八
議
査
区
が
枇
制
緩
を
受

け
、
唱
向
変
を
行
な
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
め
で
‘
糊
削
官
H
H
H
が内初

い
ま
し
た
お
に
は
、
よ
ろ
し
く

ご
協
カ
を
お
綴
い
い
た
し
ま

す。

七
月
mw
育
児
蛸
制
裁

七
月
の
管
支
蛸
相
談
は
次
の
日

制
蜘
で
行
な
い
ま
す
の
で
、
怒
鳴
叫

す
る
お
子
様
の
お
ら
れ
る
繁
際

で
は
ぜ
ひ
ど
絶
叫
訟
に
お
い
で
く

だ
き
い
。

待
機
は
、
い
ず
れ
も
午
蕊
九

時
一
以
十
分
か
ら
午
前
十
一
叫
時
ま

で
k
午
後
一
終
か
ら
午
後
一
川
一
時

世
で
で
す
。

な
お
、
母
子
学
銭
安
絞
れ
ず

ど
持
参
く
だ
さ
い
。

語文予草子駅前部iliJ主.fi'pjH事綬釣iこ

行主主主義綴}苛を併設

犬

は

必

ず

合

ま

い

で

ザ
小
昭
市
ふ
〈
ま
市
交
済
・
ド
ヅ
ク
々

γ
タ

i
へ

脳
内
尚
武
ぷ
〈
，
t
一F

怜
制
移
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
品
説
し
鰐
い
の
犬
に
よ
る

世
帯
低
が
揖
時
下
に
お
い
て
も
絞
附

し
て
お
り
ま
す
。

犬
の
的
問
い
主
は
‘
数
設
し
た

号
、
散
歩
に
つ
れ
て
抗
日
く
場
合

で
も
に
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
ト

分
淡
~
ぷ
L
て
飼
う
よ
う
に
お
閉
山

い
い
た
し
ま
す
。

V

4
八七乞前川

5
以
上
地
胤
は
山
hv争心

ち
抽
出
入
の
身
体
ま
た
は
財
産

な
ど
に
総
悦
討
を
与
え
な
い
よ

告
な
似
い
ガ
を
す
る
こ
と

hw

ま

γ段
対
始
以
し
的
問
い
を
し

占
な
い
と
k

品
町
長
先
の
可
愛
い
き
に
団
体
制
ん

さ
れ
て
、
仔
犬
を
的
問
い
判
開
制
的
に

な
っ
た
ら
ぶ
し
て
し
ま
う
よ
う

な
こ
主
は
し
な
い

@
一
小
般
に
な
っ
た
ら
沼
南
町

に
あ
る
ド
ッ
ク
セ
ン
タ

i
.
あ

る
い
は
第
二
第
三
求
総
行
午

後
二
時
半
の
縦
鴎
双
山
口
安
利
開
閉

し
て
く
だ
さ
い
〈
浴
後
援
〉

〈
殺
し
飼
い
の
犬
，
野
良
犬
・
そ

怒
れ
て
と
ら
れ
た
人
に
は
後
払

い
に
な
れ
ソ
ま
す
が
五
百
行
支
払

い
ま
す
。
と
の
総
合
一
般
に
つ

い
て
玄
一
世
間
H

で
す
が
、
自
分
け
か

れ師
W
H
し
て
い
た
え
な
迷
れ
て
き

た
場
合
に
も
わ
え
払
い
ま
す
ほ

v

wv
内
相
、
鉄
三
回
の
予
防
接
掛
棋
は

必
ず
受
け
る

由
曹
人
を
か
ん
だ

P
総
攻
つ
け

た
号
し
た
時
は
、
附
則
い
わ
中
心
が
後

抽
出
一
般
へ
緩
け
則
す
る
持
制
務
を
忘

れ
ず
滋
行
十
る
こ
主

V-

脳
同
良
犬
や
同
脱
し
て
あ
る
と

な
ど
に
は
終
H
N
に
品
サ
仇
定
年

え
な
い
で
く
だ
さ
い

マ
飼
い
犬
が
汝
し
て
い
る
の

を
近
所
の
人
い
か
見
つ
け
た
ら

中
期
投
柑
削
除
総
ぷ
あ
る
い
は

め
後
総
務
ま
で
通
報
し
て
く

だ
事
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

m
出
話
M

問
符
銃
所
約
六
L
U
門川一

二
五
一
点
能

浪
費
者
苦
情
椙
詮
議
の
開
設

P1華・主張E提言語の股抄本のみ女子守

我
孫
，
ナ
開
肌
劫
刑
務
官
引
時
偶
然
泊
予
務

所
内
に
お
い
て
、
射
場
月
第
一
一
、

第
附
悶
求
問
昨
日
午
前
十
持
か
ら
午

後
蛸
悶
隣
吋
ま
で
拙
削
臨
時
者
の
老
後
絡

組
制
後
世
叩
樹
内
総
い
た
し
て
お
一
り
ま

す。
と
れ
は
、
終
か
ら
殺
係
予
術

の
担
当
者
主
し
て
俊
樹
制
寄
れ
ま

し
た
相
談
開
門
主
叫
陥
没
一
段
窓
口
主

が
一
体
主
な
っ
て
、
中
部
氏
の

mm

絞
殺
削
附
筏
秘
策
の
一
一
環
と
し
て

議
後
の
受
け
つ
け
、
あ
っ
必
ん

な
行
な
い
、
苦
情
処
球
体
制
闘
の

整
織
を
逃
め
る
ち
の
ぞ
ず
。

地
且
震
な
出
向
n
摘
は
務
総
生
総
合

般
か
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
反

琢
治
時
問
者
い
い
た
獲
を
与
え
る
有

得
、
危
険
、
あ
る
い
は
不
当
な

期
間
ふ
や
サ
ー
ビ
ス
げ
か
多
く
な
る

。
仏
側
液
成
以
、
総
合
一
な
市
街

柏
崎
山
造
成
在
日
的
問
主
し
て
行
な

わ
れ
ま
す
が
、
と
れ
に
よ
っ

て
、
清
一
同
州
.
中
州
場
、
公
開
聞
な
ど

が
り
っ
ぱ
い
に
殺
融
附
さ
れ
宅
絡
が

慾
仲
め
と

K
内
向
さ
れ
て
判
刊
閑
周
波
Hm

…
的
怖
と
川
口
同
め
ら
れ
ま
す
。

天
王
ム
口
土
跡
地
区
一
阿
絞
郎
事
後

M
一
岐
に
は
M
山村
M
M
的労相掛川火叫んム口

駅
が
問
汁
ご
す
円
口
問
問
器
燥
さ
れ
、

一
間
期
的
内
紛
い
部
品
別
総
会
開
開
発
し

よ
う
と
寸
る
も
の
で
、
鴇
品
表
、

中
部
で
…
災
以
門
位
制
四
方
式
に
よ
る
工

事
か
い
一
ね
な
サ
て
お
り
ま
す
。

れ
特
と
↓
品
開
問
仁
商
品
ま
れ
た
阪
大

な
新
造
法
泌
が
お
々
と
後
備
さ

法

!
?
3
4
s
!
i
;
i
f
s
t
R
i
g
i
-
s
i
i
s
l
i
s
-
s
i
l
i
-
-
i
j

一
叩
次
に
よ
り
市
営
仲
立
宅
入
経
万
代
千
附
け
ま
で
し
急
役
引
加
の
滋
自
制
す
る
度
目

一
…
殺
を
骨
格
築
い
た
し
て
お
h

ソ
ま
削
刊
扶
謀
総
族
三
人
の
場
合
は
か
仰
の
お
い
も
の
か
ら
入
陣
ニ

一
叫
す
の
で
、
入
居
希
怨
容
は
滋
絞
入
浪
曲
中
額
が
七
十
三
万
問
者
を
決
定
し
ま
す
。
…

…
ω
廷
の
由
甲
辿
請
求
同
蛸
酬
な
樹
向
山
似
し
て
ま
で
③
入
居
者
を
選
考
す
る
機
介
附

一
山
く
だ
さ
い
。
(
宮
山
蛾
棋
は
一
一
軒
〉
同
然
災
絞
狭
山
悶
人
的
場
合
同
比
で
住
宅
の
間
関
・
M

制
緩
め
臨
時
制
此
骨

一
F

V
入
援
資
品
切
断
文
様
準
鮒
削
げ
か
八
十
万
杢
す
め
が
た
い
も
の
に
つ
い
て
…
品
甲
車
問
災
代
金
指
紋
入

一
一

ω
市

内

ぷ

銭

授

を

存

す

る

川

口

ま

マ

は

公

約

釧

せ

ん

に

よ

争

入

↑

一

一

級

主

K
は
削
慌
に
間
違
相
同
官
判
例
絞
災
山
内
体
州
五
人
の
場
ん
H
日M

m

閥
単
帽
を
決
定
し
ま
す
。
一
策
関
代
金
持
料
、
ム
ム
絶
品
究
開
民
総

二

2
1
1
!
i
p
i
l
i
f
-
-
i
i
l
-
-
i
j
v入
間
隔
喜
一
言
絡
の
お
か
ら
一
一
一
言
以
内

…

…

綴

夜

長

一

市

営

住

宅

入

居

募

集

す

語

一

ι喜
入
し
て
い

E
5

一
明
で
に
開
閉
っ
「
い
い
ト
い
わ
る
い
七

1
i十
れ

ド

ド

ト

ト

i
w
m諸
問
十
一
す
司

一
仙
一
て
い
る
こ
と
が
附
明
ら
か
で
絞
入
鋭
機
、
微
が
人
十
八
万
行
六
年
七
月
…
お
か
ら
滋
和
円
こ
の
湯
舟
降
、
災
約
係
託
金
は

問
雨
戸
d
H
仲山ふ撚
W

い
蹴
綿
一
り
入
れ
ら
れ
ま

勢

一

お

き

い

と

Z

k

m

十
六
年
七
円
丹
十
一
点
れ
ま
山
す
。

朗

氏

"

日

印

刷

附

料

開

間

十

叉

年

度

の

収

帯

申

し

込

み

捕

楢

山

山

骨

世

間

冊

昔

日

猷

却

炉

入

け

か

次

に

災

当

す

る

者

出

議

録

作

主

人

間

前

申

華

街

マ

…

そ
の
伐
詳
細
に
つ
い
て
一
@
処
分
す
る
土
総
お
よ
び
幼

女
一
一
約
九
校
長
殺
族
一
人
め
鴻
A
M
m
w
m
内

長

級

狭

山

政

演

露

骨

、
中
市
役
所
管
制
措
線
ま
で
お
伽
積

w
b
同
仙
波
人
汁
抗
措
時
制
酬
が
双
十
人
品
W
附

川

和

四

十

五

年

度

仏

関

与

ヌ

以

耐

J

…

万

の

ま
fu

い
証
明
13

問
い
合
わ
せ
く
だ
苦
い
ω

一
室
内
線
北
側
約
俊
一
一
対
量

一

品

川

判

叫

拭

品

交

総

後

一

一

人

の

植

物

合

軍

入

湯

逃

場

の

カ

淡

町

蕊

Y
R
九
平
カ
メ
ー
ト
ル

一
一
は
級
人
廿
綿
糸
泌
が
六
十
五
伶
咽
結
晶
丹
波
悶
川
会
が
噛
別
措
闘
を
預
阿
査
円

一「を
i
l
-
-
i
i
4
1

傾
向
を
-
一
か
し
、
こ
れ
に
対
す
る

苦
情
が
多
く
な
づ
て
お
り
ま

rdo こ
う
し
た
関
処
に
対
畑
地
し
、

約
る
い
絡
余
な
市
災
金
持
出
に
す

る
た
め
の
前
吹
い
口
苦
闘
問
例
制
内
訳
出
後

で
す
。
気
終
に
お
い
で
く
だ
さ

、。む
な
お
、
波
ぷ
に
よ
る
否
倍
等

も
・
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

ぬ
係
予
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